
第６学年　算数科学習指導案

書式は学校の指定に合わせて調整してお使いください。

日　時 令和　　年　　月　　日（　　）　第　　校時

場　所 　

指導者 　

１　単元名

「角柱と円柱の体積の求め方を考えよう」

２　単元の目標

基本的な角柱及び円柱の体積の計算による求め方について理解し，それらの体積を公式を用いて求められ

る。底面積や高さなど図形を構成する要素に着目し，角柱や円柱の体積の求め方を直方体の体積の求め方

を基に見いだすとともに，その表現を振り返り，簡潔かつ的確な表現に高め，公式として導くことができ

る。直方体の体積の求め方に帰着させて考えると角柱や円柱の体積を求められるというよさに気付き，求

め方や式を振り返ってよりよい表現に高めようとしたり，身の回りの立体の体積を求めることに生かそう

としたりする。

３　単元の評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

①角柱及び円柱の体積は，（底面

積）×（高さ）で求められることを

理解している。

②角柱及び円柱の体積を，公式を用

いて求めることができる。

①角柱及び円柱の体積の求め方を，

底面積や高さなど図形を構成する要

素に着目し，直方体の体積の求め方

を基に考えている。

②見いだした体積の求め方や式表現

を振り返り，簡潔かつ的確な表現に

高め，公式として導いている。

①角柱や円柱の体積を，直方体の体

積の求め方に帰着させて考えると求

められるというよさに気付き，求め

方を粘り強く考えようとしている。

②角柱と円柱の体積の求め方を振り

返り，身の回りにある角柱や円柱の

形をした物の体積を求めることに生

かそうとしている。

４　指導上の考察

（１）単元について

本単元は、学習指導要領第6学年「Ｂ図形」(4)の内容で、基本的な角柱と円柱の体積を計算で求める方

法を考え、「底面積×高さ」という公式として導く。子どもは第5学年で、体積の単位と立方体・直方体

の体積の求め方（〔第5学年〕Ｂ(4)ア(ｱ)、〔第5学年〕Ｂ(4)ア(ｲ)）、角柱と円柱の底面・側面（〔第5

学年〕Ｂ(2)ア(ｱ)）、三角形や台形などの面積（〔第5学年〕Ｂ(3)ア(ｱ)）を学び、第6学年の直前に円

の面積（Ｂ(3)ア(ｱ)）を学んでいる。本単元では、直方体の「縦×横」を底面の面積と見直し、1cmの高

さに並ぶ1cm³の立方体の数が底面積の数と同じになり、それが高さの分だけ積み重なる、という見方を

作る。この見方を使うと、三角柱も底面が台形や五角形の角柱も円柱も、同じ「底面積×高さ」で体積

が求められる。立体を底面と高さで捉えるこの見方は、中学校で錐体や球の体積を学ぶときの前提にな

る。

（２）児童について

（学級の子どもの様子を先生が書く）



（３）指導について

指導に当たっては、次の三つを大切にする。まず、直方体の体積の公式を「縦×横×高さ」のまま使わ

せず、単元の最初に「1cmの高さの層に並ぶ立方体の数×段の数」と言い直し、縦×横が底面積に当たる

ことを確かめる。次に、三角柱の体積を考える本時で、同じ三角柱を2つ合わせて直方体にする考えと、

層の考えの両方を取り上げ、式を見比べて「底面積×高さ」に行き着かせる。そして、横に倒して置い

た角柱や円柱を毎時間の練習に入れ、どの面が底面で、どの長さが高さかを、底面に色を塗ってから式

を書く手順で確かめさせる。底面の三角形の高さと角柱の高さの取り違え、円柱で直径をそのまま使う

誤り、cm²とcm³の書き分けは間違えやすいので、それぞれの手当てを単元の中に入れておく。

５　指導と評価の計画（全5時間）

次 時 学習活動 評価規準（評価方法）

第1次 1 ○直方体の体積の求め方を振り返り、1cmの高さの層に並ぶ

立方体の数が「縦×横」で、底面の面積と同じ数になること

を確かめる。

○直方体の体積を「底面積×高さ」とみる。

知①・思①（ノート・発言）

第2次 2

（本

時）

○三角柱の体積の求め方を、直方体の体積の求め方を基に考

え、図と式で説明する。

思①・態①（ノート・発言・行

動観察）《記録》

3 ○底面が台形などの四角柱や円柱の体積も、三角柱と同じ考

えで求められるかを調べる。

○式を見比べ、角柱と円柱の体積を求める公式「底面積×高

さ」を導く。

知①・思②（ノート・発言）

《記録》

第3次 4 ○公式を使って、横に倒して置いた角柱や円柱、底面が組み

合わせた図形になっている角柱の体積を求める。

知②・思①・態②（ノート・行

動観察）《態②は記録》

第4次 5 ○学習内容が身に付いているかを確かめる。 知①②（ペーパーテスト）

態度は単元を通したノートの記

述と行動観察で総括する。



６　本時の指導（2／5）

（１）本時の目標

三角柱の体積の求め方を、直方体の体積の求め方を基に考え、底面積と高さに着目して図と式で説明で

きる。

（２）学習過程

段階 学習活動（○主な発問）

・予想される児童の反応

指導上の留意点（◎評価）

導入

（　分）

１　前の時間に確かめた、直方体の体積の求め方（縦×横

×高さ＝底面積×高さ）を振り返る。

２　底面が直角三角形の三角柱を見て、問題をつかむ。

○「この三角柱の体積は、これまでの何を使えば求められ

そうですか」

【めあて】三角柱の体積の求め方を、直方体をもとに考

えよう。

〈予想される児童の反応〉

・直方体を半分に切った形に見える。

・同じ三角柱をもう1つ合わせたら直方体になる。

・1cmの高さの段に分けて考えられそう。

・直方体を、向かい合う辺を結ぶ面で半

分に切った三角柱の模型を用意する（寸

法は先生が決める）。

・前の時間の板書から「1cmの高さの層」

の図を左に残しておく。

・見取図に、底面の三角形と高さを色分

けして書き込めるようにしておく。

展開

（　分）

３　一人で、三角柱の体積の求め方を見取図と式でノート

に書く。

４　ペアで、図を指しながら説明し合う。

５　全体で発表し、考えを比べる。

○「2つの式を比べると、どこが同じですか」

６　底面が直角三角形でない三角柱でも、同じ考えが使え

るかを確かめる。

〈予想される児童の反応〉

①同じ三角柱を2つ合わせると直方体になる。直方体の体

積を求めて÷2する。（縦×横×高さ÷2）

②1cmの高さの層を考える。1段目の体積は底面の直角三角

形の面積と同じ数（縦×横÷2）で、それが高さの分だけ

積み重なる。（縦×横÷2×高さ）

③直方体と同じように、底面積×高さで求められる。

・①と②は、かける順番が違うだけで同じ答えになる。

・②の「縦×横÷2」は、底面の三角形の面積。

・底面がどんな三角形でも、1段目の体積は底面積と同じ

数になる。

・考えが浮かばない子には、三角柱の模

型を2つ渡して合わせさせ、「どんな立体

ができたか」と聞く。

・①の考えの子には、「÷2」が模型のど

の操作から来たかを言わせる。

・②の考えの子には、前の時間の層の図

と比べさせる。

・発表は①、②の順に取り上げ、式の

「縦×横÷2」に色を付けて、底面の三角

形の面積であることを全員で確かめる。

・底面の三角形の高さと、三角柱の高さ

を同じ「高さ」と呼んで混ざらないよう

に、見取図で色を分ける。

・6の場面で底面が直角三角形でない三角

柱を示す時は、底面の三角形の面積が求

められる長さを書き入れておく。

◎思①　三角柱の体積の求め方を、底面

積と高さに着目し、直方体の体積の求め

方を基に考えている。（ノート・発言）



段階 学習活動（○主な発問）

・予想される児童の反応

指導上の留意点（◎評価）

まとめ

（　分）

７　学習をまとめる。

【まとめ】三角柱の体積も、1cmの高さの層の体積が底

面積と同じ数になり、それが高さの分だけ積み重なると

考えると、底面積×高さで求められる。

８　振り返りを書く。

〈予想される児童の反応〉

・四角柱や五角柱でも同じ式で求められそう。

・円柱でもできるか確かめたい。

・まとめは子どもの言葉で書く。

・振り返りは、①今日分かったこと、②

友だちの考えでよいと思ったことと理

由、③次に調べてみたい立体、の3つの文

型で書かせる。

◎態①（振り返り・行動観察）

（３）板書計画

上段左：日付、めあて「三角柱の体積の求め方を、直方体をもとに考えよう」。

上段右：前の時間の直方体の図と、1cmの高さの層の図。式「縦×横×高さ＝底面積×高さ」。

中段左：問題の三角柱の見取図。底面の三角形を青、三角柱の高さを赤で示す。

中段右：子どもの考え①（2つ合わせて直方体にし、÷2する図と式）と考え②（1cmの層を積み重ねる図と式）

を左右に並べ、考えた子の名前を添える。2つの式の「縦×横÷2」を同じ色で囲み、底面の三角形と線で結ぶ。

下段：底面が直角三角形でない三角柱の図と式。まとめ。振り返りの3つの文型。

AIが作成した授業案です。授業での検証は未実施です。自校の教材・年間計画・学級の実態に合わせて確認してください。

Threads「三重でAI使うなら」（@mie_ai_katsuyo）

https://www.threads.com/@mie_ai_katsuyo

LINEオープンチャット
みえ先生ラボ

https://line.me/ti/g2/it19gMw8pq4H3PEvMrOm-0B9q-2-MKCZJ1QrUg?utm_source=invitation&utm_medium=QR_code&utm_campaign=default

